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Consideration of education contents about reporting in nursing practice 
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看護の継続のため 3 看護の継続のため 3




































系統的・論理的に伝える 5 系統的・論理的に伝える 5








結論を先に優先度を考えて話す 2 優先度を考慮する 2











要因となる 5 報告の不備が医療事故に繋がる 7
口頭での報告は医療事故のリスクにつながりやすい 2
報告は患者の生命を守る 2 報告は患者の生命を守る 2
看護ケアの質が高まる 2 看護ケアの質が高まる 2
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